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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年3月27日(2014.3.27)

【公開番号】特開2013-35957(P2013-35957A)
【公開日】平成25年2月21日(2013.2.21)
【年通号数】公開・登録公報2013-009
【出願番号】特願2011-173867(P2011-173867)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  11/59     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/79     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  33/50     (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ  11/59    ＣＰＲ　
   Ｃ０９Ｋ  11/79    　　　　
   Ｈ０１Ｌ  33/00    ４１０　

【手続補正書】
【提出日】平成26年2月6日(2014.2.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　本発明のＳＭＳ青色発光蛍光体の一例として、下記式で表される化合物を挙げることが
できる。
　ＳｒaＣａbＥｕcＬｎdＭｇＳｉeＯa+b+c+d+1+2e

　但し、ＬｎはＳｃ、Ｙ、Ｇｄ、Ｔｂ及びＬａからなる群より選ばれる少なくとも一つの
希土類金属元素であり、ａ、ｂ、ｃ及びｄはその合計で２．９～３．１の範囲の数であり
、ｂ／ａは０．１０～０．３０の範囲の数であり、ｃは０．０１～０．２０の範囲の数で
あり、ｄは０～０．０３０の範囲の数であり、そしてｅは１．９～２．１の範囲の数であ
る。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　本発明のＳＭＳ青色発光蛍光体は、例えば、Ｓｒ源粉末、Ｃａ源粉末、Ｍｇ源粉末、Ｓ
ｉ源粉末、Ｅｕ源粉末、さらに必要に応じてＥｕ以外の希土類金属元素源粉末を、ＳＭＳ
青色発光蛍光体を生成する割合で混合し、得られた原料粉末混合物を焼成することによっ
て製造することができる。Ｓｒ源粉末、Ｍｇ源粉末、Ｓｉ源粉末、Ｅｕ源粉末及び希土類
金属元素源粉末の各原料粉末はそれぞれ、酸化物粉末であってもよいし、水酸化物、ハロ
ゲン化物、炭酸塩（塩基性炭酸塩を含む）、硝酸塩、シュウ酸塩などの加熱により酸化物
を生成する化合物の粉末であってもよい。原料粉末はそれぞれ一種を単独で使用してもよ
いし、二種以上を併用してもよい。各原料粉末は、純度が９９質量％以上であることが好
ましい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　表２
────────────────────────────────────────
　　　　ＳＭＳ青色発光蛍光体の　　　ＳＭＳ青色発光蛍光体の発光強度の温度特性
　　　　　ＳｒとＣａのモル比      ───────────────────────
　　　　　　Ｓｒ：Ｃａ　　　　　　　３０℃　　５０℃　１００℃　１５０℃
────────────────────────────────────────
　実施例３　　１：０．１１　　　　　１０６　　　９９　　　８９　　　７７
　実施例４　　１：０．１４　　　　　１０７　　１０４　　　９２　　　８１
　実施例５　　１：０．１８　　　　　１０９　　１０４　　　９６　　　８３
　実施例６　　１：０．２１　　　　　１１２　　１０８　　　９６　　　８４
　実施例７　　１：０．２６　　　　　１０６　　１０２　　　９０　　　７８
　実施例８　　１：０．２９　　　　　１０６　　１０１　　　９０　　　７７
────────────────────────────────────────
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